
中級レ ベ ル における会話授業

会田久子

キ ー ワ
ー ド: 中級学習者 ア ンケ ー ト 自己関与 自由な会話 気づ き

1 . はじめに

全学の 学部留学生以外の 留学生を対象と した平成1 2 年度秋期日本語
コ

ー

スは､ 平成12 年

10 月15 日より､ 15 週にわた っ て開かれたo この コ
ー

スはレ ベ ル 1 , 2 , 3 , 4 の 4 レ ベ ル

に分けられたが ､ これは､ レ ベ ル 2 の うち
｢話すこ と+ という技能の レ ベ ル ア ッ プ を主眼

としたクラスで ､ 週に1 臥 全1 5 回の うち 6 回にわた っ て 行われた
｢ ア ン ケ ー トの 結果を

読む+ というテ
ー マ で の授業実践報告である . 授業実践報告をする こ とにより､ そ

の成果

と問題点を見極 め ､ 今後の課題と したい ｡

2 . 目的

ア ンケ ー トをするこ とで ､ 教室外での生の 日本語に触れると同時に他者の 多様な価値観

を認識するこ と｡ ア ンケ
ー トの 結果を使 っ て教室内で意見交換 し､ その 活動の 申で新 し

い

語費や表現を学習する こ と｡ そ してディ ス カッ シ ョ ンの 仕方を学ぶ
こ とo

3 . 学習者の背景

学習者は研究生 , 大学院生 , 教員､ 日韓プロ グラムの学生､ 予備教育生の計 1 8 名o 国

籍別では中国7 名､ ロ シア 3 名､ イ ギリス 2 名､ マ レ
ー

シア 1 名､ 韓国 5 名､ 男女別で は

女性 8 名 ､ 男性 1 0 名で ある ｡

4 . 目標

初級の会話では相手や場面や機能などに応 じた定型化された表現練習が多
い o それはこ

の レベ ルで は当然の こ とで あるが､ 日本語力が伸びて きた中級レベ ル の学習者に対 して そ

れだけで い い の だろうか ｡ 机上の 知識で終わらせ るこ となく､ 獲得 した日本語を現実の言

語生活に近づ けるための授業活動はどのようにしたらよい か｡ そのための方法として ､
プ

ロ ジ ェ ク トワ ー ク ､ ロ
ー ルプ レイ ､ シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン ､ タス ク ､ ゲ
ー ムなどさまざまなも

のがあるが､ 今回は教室外で ア ンケ
ー トを取りその結果に対して意見交換をする とい う教

室活動を試み たo 自 郎と自分の考えを言う場の 中で ､ 学習 した表現を使 っ てみ たり ､ そ の

発言の真意がより的確に表現できるい い 方はなんだろうと考え､ 直したりする こ とも有用

で はない か｡ また自由な意見交換の場で こ そ個人の レ ベ ルで はない お互い に学び合えるイ

ンタ ー アク シ ョ ンがうまく機能し､ 学習者の 日本語運用力が伸 びる ので はない だろうか o

その 前提と して ､ ア ンケ
ー トを取 るこ とで ､ 教室内の 日本語を離れ教室外で現実の 日本語

を体験する ことを試み た｡ つ まり､ 積極的に自己関与できるク ラス活動であ るo
一

方では､

この活動を通 して 日本語で会話する こ とを理屈抜きで楽 しんで は しい とい う こ ともあ
っ

た｡
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5 . 授業内容

5
一

- 1 ア ンケ ー

ト実施前の授業内容

a 実際の ア ンケ ー ト調査 をするため の 準備として , ア ンケ ー トをす る際に必要な表

現練習, また , その際ア ンケ ー ト対象者が見せるノシバ⊥ パルな面も観察し判断
す る方法を学習｡

b 今回の テ ー

マ で ある ｢ アンケ ー

トの 結果を読む+ た め に必要な表現 ｡ た とえ ば,

割合の い い 方, そ の 割合の 数値 を推測する い い方などの練習｡ そ してなぜそう思

つ たか, そ の理由や根拠 を言う言い 方の練習｡

c′ 発表者が自分で行っ たアンケ ー ト調査 の結果∴数値を他の学習者に推測させる時
の表現方法 ｡ そ してそめ答え の 当否を言い , そ の数値の違 い の 大きさを適切に表

萌する方法 の練習 ｡

d 話を切り出す時や他者に反論する時に使う表現な ど討論 に必要な表現 の練習 ｡

e a
●

b
.

c
･ d で練習したことを使い, 教師が準備したテ ー マ と結果を基に模

擬練習 ｡

5 -2 ア ンケ ー トの テ ー マ と対象者

5 -1 の通り事前練習した後 ､ 以下の ようなテ ー マ に したがっ て アンケ ー

トが教室外
で実施され ､ それに基づいて授業が進められた｡ ア ンケ ー

トは｢そう思う+ ｢そ う思わ

ない+ ｢ わからない+ の 三通りの 答えが出て くるもの とし
, で きれ ば､

｢ わか らない+
とい う答えが多く 出るで あろうと思われ るテ ー マ をよ しと した｡ 推測 の根拠 に対する

イメ ー

ジが膨 らむこ とによ り意見交換の 際に多様な考えが出, 活発な授業活動がなさ

れる ことを期待したからで ある ｡

アンケ ー トの テ ー マ
､ 対象者 は以下の通りで ある ｡ 対象人数は 1 番か ら1 5 番まで

は1 0 人, 1
-

6 番は 2 0 人, 実際にアンケ ー ト調査を し , 発表 した学生数 は 1 8 人中
1 6 人 T

'
ぁる｡

【テ
⊥ マ】 ､【対象者】

1 ガングロ はきれいだと思 い ますか ｡ 若者

2 科学が進歩すればするほ ど人間は幸福に 特定な し

なれ る と思い ますか｡

3 日本語の勉強は英語の勉強より重要だと思 いますか ｡ 外国人

4 東京の生活は新潟の 生活よりい い と思 いますか ｡

5 日本料理が食 べ られ ますか ｡

6 日本が好きですか ｡

7 子供は多ければ多い は どい い と思い ますかム

8 女性は髪が長いほうがいい と思い ますか｡

9 結婚相手は金持ちが 一

番 い い と思いますか ｡

1 0 漢字の 数は少なければ少ない は どい い と

l l

1 2

思 い ますか｡

キムチが好きですか ｡

結婚相手は男性 の方が年上がい い と思い ますか｡

-

4 1
-

日本人学生

､
外国人

外国 人

独身の 人

若 い男性

若 い女性

外国人

日本人

2 0 代 の 日本人女性



1 3 ダイ エ ッ トを して い る女の 人は好きですか｡

1 4 日本人は金持ちだと思い ますか｡

15 納受が好きですか｡

1 6 若者の就職に対する価値観

一

卒業 してから定年までず っ と同じ組織で

働きたい ですか
-

男性

外国人

■帝定なし

日本人学生

5 _ 3 教室活動

司会, 進行は発表者自身が行 い , 教師は黒子に徹 した｡

各テ ー マ毎 にそ れぞれ活発に授業が進んだが ､ そ の うちN o . 1 0 , 1 3 , 1 6 の 内容を紹

介する ｡

N o .1 0 ｢ 漢字の数 は少なければ少ない ほ どい い と思い ますか ｡ +

実施者

対象者

対象人数 :

結果

ロ シア 人留学生 (研究生)

漢字を使わない言語 の国の 日本語力が高い 留学生

* 客観的な結果を得 るために

1 0 人

｢ そ う思う+

｢ そう思わ ない+

｢ わからない+

2 人

8 人

0 人

結果 を推測する場面で は予想外の 結果だっ たの か, サンプル数が 1 0 と少ない にも

かか わ らず , 正 しい 答えがなか なか 出なか っ たため ､ 司会者 として討論を進行 させ て

い く表現はもちろん の こ と, あらかじめ練習 して お い た数値を推測する際に使う ｢ ち

ょ っ
`
と/ す こ し少ない ( 多い) , ず っ と少ない ( 多い) , 惜しい ､ もうち ょ っ と+ 等

の表現 を発表者が充分に使えた ｡ また , 回答者側も推測が困難 にな り ､
｢勘です+ と

い っ た ( これ もあらか じめ練習 して おい た表現) 表現等を使う こ とがで き , 活発に討

論が進行 した｡ 結果に つ いて は ､ 前述 の よう･ に予想外だっ た ようで ､ 全員驚き の声 を

上げて いた｡

【結果に対する推測】

･ ｢ そう思う+

1 . 漢字はす ごく難しいけれど､ 少し漢字を勉強すれば漢字はとて も便利

だとい う こ とがわかるから｡

2 . ひ らがなだけでは読み にくい か ら｡

3 . 漢字 を覚えた 人に と っ ては ､ 言葉を見て すぐ意味がわ か るか ら ｡

4 . 韓国人 に と っ て は ､ 日本と読み方が同じもの がた く さんあるの で , 漢

字がたくさん あっ たはうがいい ｡

･ ｢ そう思わ ない+

5 . ひ らがなの ほ うが意味を調べ る時簡単だか ら
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ク ラス 内で の調査でも同じような結果比率が出た ｡ 初めは結果を見て びぅ くりt , た
ちの の , 対象者を 日本語力が高い 人 とした ことで+ この ような結果が出たの

･

だ と納宿
した｡ そして ､ 日本語力によっ て 回答が違っ てくるの ではないか､ 漢字を使わない国
の留学生といっ ても ､ 国や地域によ っ て違うかもしれないなどアンケ ー トの取り方 に
まで言及する学生も出て ､ ア ンケ ー トの 内容と同時に ､ ア ンケ ー トの 方法論にまで話
が進んだ｡ ア ンケ ー トの内容が正確 にわ か らなけれ ば正確な答えが出ない と思 っ て 日
本語力の 高い 人と したが､ 深くみ るためには 日本語力のさまざまな レベ ルの 人に対し
て ア ンケ ー トを取 っ たほうがおもしろか っ た ので はな いかとい う結論が専き出され
た｡

N o ･ 1 3 ｢ ダイ エ ッ トを して い る女 の人 は好きですか ｡ +

実施者 : 韓国人留学生 ( 日韓プロ グラム 生)

対象者 : 若い男性

対象人数 : 留学生 5 人 , 日本人学生 5 人

結果 : ｢ はい+ 0 人

｢い いえ+ 9 人

仁わからない+ 1 人

こ の 結果 に つら) て も , N o . 1 0 同様 ､ 驚き の声が上が っ たム 特 に女性か らの 反応が強
く出た｡ 一 般的に現代の 風潮は痩せて い る人指向になっ て い るかに見えるため, 女性
はみな痩せ たい , 男性は女性に対 して痩せて欲 しい と思っ て いるようにとられがちで

あり, 学生たちもそう思 い こんで いた｡ しかし実際はどうで あろうか ｡ こ の ア ンケ -

トでは9 0 % の 男性が痩せ過ぎの女性は好き じゃ ない と答えた｡

トは医学上 必要なダイ エ ッ トではない ｡ )

【結果に つ いての推測理由】

1 . 健康 によくない から ｡

I 2 . 痩せ過ぎは美 しくない か ら｡

ク ラス 内で も同様 の ア ンケ ー トがなされた ｡

【ク ラス 内で の調査】

対象者数

結果

( こ の 場合の ダイ エ ッ

1 2 人 ( 韓国5 名, マ レ
ー

シ ア 1 名､ ロ シア 1 名､ イギリス 1 名

中国 4 名)

｢ は い+

｢ い い え+

｢わからな い+

0 人

8 人

4 人

理 由

1 ･ 痩せて い る人は とにかく好き じゃ ない か ら ｡

2 ･ 自分は食 べ る の が好 きな0) で ,. デ ー トを した とき相手の女性が食 べ ない の は

つ まらない し , また自分も食べ にくいから｡

3 . 健康に良くない から｡'

などが出され た｡
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また ､ 日本の テ レビや雑誌などに出て い る女q? 人 の ほ とんどが痩せ てい る
の で , そ の

悪い影響がある ｡ 女性は男性の表面的な反応を見すぎるの ではないか ､ などの意見も出

され, そ の こ とから女性 の生き方あり方にも話しが進ん だo ｢ デ
ー トをするだけの女性

なら痩せてい るほうがい い かな｡ + とい っ た冗談も 臥 女性の ひ ん しゆくをか っ たりし

たが ､ クラス内は喧々 景々 の 中に も楽 しく会話が進んだ｡

N o .
1 6 ｢ 若者の就職 に対す る価値観+

一

卒業 してか ら定年までず っ と同 じ組織で働き たい ですか
-

実施者 : イギリス 人教師

対象者 : 新潟大学の1 年生 ( 日本人)

対象人数 : 2 0 人 ( 男性1 0 人 , 女性1 0 人)

結果 : ｢ そう思う+ 4 人

｢ そ う思わ ない+ 5 人

｢ わ か らない+ 1 1 人

こ の実施者は, 対象者を 2 0 人と増やし,

か つ対象者を学部別 , 男女別 に数値を取 り ､

図も提示 しなが ら ､ こ の 活動を進めた ｡ 右

図参照｡ こ の資料 により意見交換 にも深み

が出､ 活発 に授業が進んだ｡ 結果 につ いて

は ､ これもまた予想外の こ とが多か っ たよ

うである ｡

【結果に対する感想
･ 推測】

1 . 教育人間科学部の 全てが ｢ い い え+ なの は､

教育人間科学部 を卒業してもせ んせ い にな

れ ない か らか ｡

2 . 経済学部の 学生 に安定志向が強い の がわ か

らない｡

3 . 人文学部 の学生に分か らない が多か っ たの

は , 歴史や文学を学ん で もそ れが仕事に直

接活か せない か らで はない か ｡

4 . 学部によっ て違うのが面白い ｡

5 . 医学部の 学生に ｢ い いえ+ が多か っ たの は

不思議だ｡

6 . 実学で はな い 学生は専門性が活か せ る場所が

1 .

卒羊してからすっ と定年手で同じ租■で租きたい ですか ｡

a
<

まい い え わからない

盟

少ない の で ､ 安定性を望む と思 っ たか ら｡

7 . 国家公務員や地方公務員 , 大企業に入っ た男性はずっ とその組織に残ると思うから｡

8 . 人文学部の 対象者は全員女性だ っ たの で ､ 仕事に対する考えが弓恥 ) か も しれ ない ｡

こ の 結果 を受けて ク ラス内で もア ンケ
ー トを取り ､ 両方の結果を見ながら意見交換 を した ｡
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【クラス内で の ア ンケ ー ト】

テ
ー マ : あなたは公務員や終身雇用な ど安定 した職業が い い ですか ｡

対象人数 : 1 2 名 ( 国籍 : 韓国 5 名 ､
マ レ

ー

シア 1 名 ,
ロ シア1 名 , イギリス 1 名 ,

中国 4 名)

結果 : ｢ はい+ 1 名

｢ い い え+ 1 0 名

｢ わからない+ 1 名

理 由 1 . 安定感 より挑戦す るはうがいい ｡

2 : 終身雇用は年功序列を含んセし､ るので よくない ｡ 自分の 能力を発揮す

る場がほ しい ｡ ( 年をとっ て からはきつ
.
い か もしれない が｡ 笑い ｡ )

【教室外で の ア ンケ ー

ト対象者の 理由】

･ ｢ はい+

1 . よ い職場だっ た ら無理 に変えなくて もい い ｡

2 . 家族 と
一

緒に 一 定 の場で暮 ら したい ｡

3 . 自分の興味の ある仕事 につ く つ もりだから｡

4 ･ 自分の決めた組織で成功を目指し､ 精
一

杯努力する こと こそすばらしいと思

うか ら ｡

･ ｢ い い え+

1 . 倉に新 しい こ とに挑戦 したい ｡

2 . 同じ組織なの はい い が, ずっ と同じ職場 はいやだ｡
･ ｢ わからない+

1 . チ ャ ンス があればよりよ い 仕事を したい から ｡

2 . 自分に合う仕事ならず っ と続 けたい が ､ そ うでな い ときは難 しい ｡

3 . 組織 とか に加わ りたくない ｡

4 . まだやりたい こともよくわかっ て ないし ､ 先の ことなので ｡

5 ･ なる べ く定年 まで ず っ と同 じ職場で働きた いが, 人間関係や待遇に よ っ て は考

えるかもしれない ｡

アンケ ー ト対象者の考えと学生の考え, 推測を照らし合わせて活発な意見交換がなされ

た ｡ 学習者は､ 強い 目的を持っ て将来の ためにと勉学 に励ん で い る留学生で あるから､ 安

定志向セはなく , チ ャ レンジ精神が旺盛で挙る こ とは容易 に想像で きるが, そ の か れ らに

しても ,
｢ わか らない+ が多か っ た こ と , そ して ｢ はい+ が 少なか っ たこ

■
とには簸い てし1

た｡ それぞれの答の理由につ いて ､ なお考えてみた ｡
･ ｢ わからない+

①日本で は今まで終身雇用制度がふ つ うで あっ たの に , 新 聞などの記事で は ､ そ れが崩れ

て い る と言われて い る ､ また経済状況か ら終身雇用は崩れ てい る と思っ て い る ｡ 若者は

そ の影響を受けて い る の で はないか ｡ しか し, まだまだこ
'
の 制度は生きて い るム メディ

アはもっ と現実を学んで伝える べ きだ｡
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②対象者が1 年生なの で まだ現実感がなか っ たか らか も しれな
い

, などの意見が出された ｡

･ ｢ は い+

①地方の 国立大学の学生は公務員になる人が 多い か ら ｡

②地方で働く会社員も今の日本の社会状況 ､ 経済状況から転職指向がないと思う ｡

クラス 内で は ､ 安定感よ り, 自己実現 を望む と答 えた人が圧倒的に多か っ た｡

6 ま とめ

6 _1 授業活動に対する学生の評価

授業終了後 , 今回の 授業活動につ いて の ア ンケ
ー トを行なっ た ｡ 1

- 5 の ス ケ
ー

ル で 1

を ｢ い い え+ ある い は ｢ ぜんぜん+ ,
5 を ｢ はい+ あるい は

もない+ を ニ ュ
ー トラル の 3 とした｡ ( 回答者数 : 9 名)

1 . ア ンケ
ー トをする とき日本語が使 えた｡

2 . ア ンケ ー トをする とき相手の 日本語が分か っ た ｡

3 . ア ンケ
ー トをする前に自分で練習 した ｡

4 . ア ンケ
ー トを して い る とき分か らな い言葉が

あっ たので , す ぐ聞き返した ｡

5 . ア ンケ ー トをして い る とき分からない表現が

あ っ たので , す ぐ聞き返 した｡

6 . ア ンケ ー トの あとで分か らなか っ た言葉を自

分で調 べ た｡

7 . ア ンケ ー トの あ とで分か らなかっ た言葉を友

人などに聞い た｡

8 . ア ンケ
ー トの あとで分か らなか っ た表現を自

分で調 べ た｡

9 . ア ンケ
ー トの あとで分からなか っ た表現を友

人などに聞い た ｡

1 0 . ア ンケ ー

トをす る こ とを楽 しんだ｡

l l . 発表 , 意見交換など､ ク ラス 内で の自由な会話

を楽 しんだ ｡

1 2 . ア ンケ
ー ト活動で新 しい 言葉を覚えた｡

1 3 . ア ンケ ー ト活動で 新しい 表現を覚えた o

1 4 . ク ラス 内で の 意見交換等か ら新しい 言葉を覚えた ｡

15 . ク ラス内で の意見交換等から新しい 表現を覚えた｡

1 6 .
こ の授業活動で 教師か ら新 しい言葉, 表現などを

学んだ ｡

1 7 . クラス内で の意見交換 を準しん だ｡

1 8 . 他 の 学生の 前に出て , 発表レたり 司会 をするな ど

∵ 人で話す こ とが嫌だっ た｡

1 9 . 自分の意見が考えて い た通りに言えた｡

-
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｢ とても+ とし､ ｢ どち らで

1 2 3 4 5

0 0 1 6 2

0 0 1 6 2

1 3 4 0 1

0 1 2 3 2

0 2 5 1 1

0 1 1 5 2

1 1 1 5 1

1 2 3 2 1

0 0 0 7 2

0 1 1 6 1

0 0 0 6 3

0 0 3 4
.
2

1 0 6 2 0



2 0 ･ 今回の授業活動は日本語の 向上に役立っ た ｡ , o o 2 7

21 ･ 今回の授業形式はおもしろか っ た｡- o o 1 5

( 4 - 9 に つ い て は
, 分からない日本語がなか っ た人は回答不要)

OL

3

ア ンケ ー トの 際 ､ 日本語の使用 , 理解に困っ た人はほとんどいなか っ た ｡ これはア ンケ
ー トの テ ー マ設定において ､ 難しい内容にはしなか っ た こと , 回答を ｢ そう思う+ ｢そう
思わ ない+ ｢ わか らない+ の 3 種 に限 っ た ことによ るからだ と思 うが ､ そ れで も､ ア ンケ

ー

ト対象者が使う日本語が時折理解で きなか っ た こ とが分か る｡ では , そ の ときどうした
か ｡ ｢ す ぐに相手に聞き返す+ と ｢ あとで友人などに聞く+ が ｢ 自分で調 べ る+ よりず っ
と多かっ た｡ これ はや はり､ 言葉とい うものは場や状況の中で 生きて いるからで ､ 辞書や
テキス ト上だけで は真の 意味や用法を理解する こ とが難 しく , 現実o) 状況 の 中で 生身 の人
間から得るもの の価値を必然的に知 っ て い るか らだろう｡ 言語習得 にお いて , こ の社会的
ス トラテ ジ ー

が果たす役割は大きい ｡ ア ンケ ー

トをする こ とを楽 しんだ学生 は残念なが ら
少なか っ た ( やはり不特定の人に話しかけるの は大変な ことかもしれない) が , 多くの学
生が教室内で の意見交換を楽しんだ, と同時に新しい言葉や新しい表 現を学んだと回答
した｡ ア ンケ ー ト時に学ぶ よ り､ 教室内で のイ ンタ ー

アク シ ョ ンで多くの こ とを学んだよ
うだ｡ こ れは ア ンケ ー

トを取る こ とよ り討論に重点 を置い た活動だ っ たの で ､ 当然の 結果
で あるか も しれない ｡ 総 じて ､ 今回の ク ラス 活動 に対する学生の 評価 は高かっ た ｡

6 - 2 まとめ と今後の 課題

この活動は, 学生それぞれが持 つ考え の 良し悪 し, 当否を問う活動で はなく, 今まで に
習得 した知識を操作 ､ 駆使 して発話する能 力を養うこ とそ して新 しい 言葉や表現を習得す
る ことが目標であっ た｡ 始めは､ ア ンケ ー

トをしっ かり取っ てくる ことが出来るだろうか ､

意見交換が どの くらい 活発 にで きるだろ うか ､ そ して ､ 会話の クラス として は 1 8 名 と大
人数で ある こ とから ､ 学生全員 にこ の 活動 をうまくまわす ことがで きるだろうか, な どの

不安材料があっ た ｡ しか し
､ そ の 不安 は見事にか き消され活発 に議論がなさ れた ｡ 多様な

背景を持 っ た学習者が存在 してい るクラス で はその多様性がク ラス活動を阻害す る要因
を持 っ て い る可能性がある ｡ しか し反対 に､ 中級ク ラスで その多様性 を活かし, 異な る視
点を持 つ 学習者間で意見を述 べ 合う こ とは ､ 自分 とは異なる他者が存在す る こ とに気づ く
ことで あり, そ の 中で自分 の真意 を伝え るため の 方策を模索す る こ とで もある｡ ス テ レオ
タイプの見方では なく ､

. 真 の 異文化理解 , 多文化理解 の 一 歩 となるだろう｡
.学生は日本の

社会状況を実に良く関心を持 っ て見ている ｡

テ
ー マ と対象者は学生が自由に決め , 対象人数は負担 の軽減の ため に1 0 人 と決めた｡ テ

ー マ は特に深く考える こ と
.
もなく決 められたもの もあっ たが, 回がすすむに つ れて ､ あま

りよ くなか っ たとの 思い を抱きテ ー

マ を変え た り対象者 を変え る学生も出, 内省 し､ 評価

する傾何が見 られて きた ｡ これは初めは消極的だっ たの がヾ 他の学生が選んだテ
ー

マや方
法の 違い を見て ､ も っ とよくやりたい と積極的な姿勢 に変わ っ て い っ たもの と思われる ｡
ま た対象者 に つ い て も , 意見交換の 中から ､ 男性 と女性 を分けたほうがよか っ た , 年齢別
が良か

.? た ､∵国i耳偏 りが あっ た の で も っ とい ろい ろな国の 人 に聞けばよか っ た ,. 外国人 と

日本人を対比
.
L たら.も っ とおもしろい 結果が出たカ均 しれない , 対象者の 日本語 レベ ル が

- ー
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偏りすぎたか もしれない など､ 回を追う ごとに学生の意識が高くな り ､ 発表め内容が し っ

か り と したも の にな っ て い っ た｡ こ れは , もちろん発表者 となっ た学生の意欲 と努力はよ

るの は当然で あるが , 他学生とのや り取り の 中で習得して いっ たもの が多
い と考 え られ る ｡

学生は自分自身の 中に蓄積して きた日本語を想像以上に駆使
して ､ 創造的に課題に取り組

んで い っ た｡
, そ して ､ 回答者側 とな っ た学生 も､ 他の 学生の 発言 を重けて それ を契機 に

なお プラス α の 力を得て発言でき たの で はない か と考えられる ｡ 相乗効果
が い い 意味で機

能 した ｡ テ
ー マ につ い て も ､ 初め ､ 面白い とだけ思 っ たテ

ー マ が , 実際にア ンケ
ー トを取

っ て みる と, ことの ほか難しいテ
ー マ で あっ たり､ 答えにくい テ

- マ で あっ たこ とに気づ

く こ とがあっ た｡ 例えば､
｢ N o . 6 日本が好きで すか ｡ + これに対して , どう答えて い い か

ゎか らな い ｡ 何に つ い て 聞い て い る のか わか らない ｡ 具体的な質問でな い と答えにく い な

どの 意見が出た ｡ 最後には ｢ 国+ とい う時､ そ れは何 を指 して い る の だろうか とい っ た意

見が出て ､ 思 い もか けない 問題の深 さに考え込んで しまう場面 もみ られ た o また
､
｢ N o ･

7 子供は多ければ多い ほどい い と思い ますか ｡ + とい うテ
ー マ も,

一

見個人的な問題の よ

ぅに見えるが ､ 国の 施策 ､ 男と女の 役割 ､ 社会環境な どさまざまな問題が内包 されて い る

こ とを討論の 中で気づい て い っ た ｡ 自分が欲して い る回答を得るため にはどの ように表現

した らい い の か ,
どの よ うに聞い たらい い の かな どにも考 えが及んだ｡ また , 討論の仕方 ,

意見の述べ 方なども事前学習したことを実際のやり取りの中で体験
した｡ しかし､ 娩曲的

な反論の 仕方 を使う こ とはなか なか難 し
■
か っ たようだ｡ ス トレ ー トに反論する学生が多数

見られ､ 表現定着の 効果 は残念なが らあまり見 られ なか っ た｡ 文法や語桑 の選択に
つ い て

は ､ 例え ば, 初級段階で は ｢
- た い+ は話者が 自分に の み使 い , 第 二 ･ 三者には ｢ - たが

っ て いる+ を使う と学習する｡ したがっ て ､ 発表者の 学生は ｢ 学生は安定 した仕事 をほ し

が っ て い る｡ + と言 っ たが､
こ のような発表の場や話題によ っ ては ､ ある事柄や状態 を表

す名 臥 意思的な行為の 動詞 を立て てそ れが実現する こ とを望む
｢ 欲す る+ を使 っ て ｢ 学

生は安定した仕事 を欲 してい る. + や ｢ 学生は安定 した職業に つ きたい と思 っ て
しi る ｡ +

と い う表現 の方が適切で あろう ｡ 学習者の 日本語 レベル に合 っ た表現や語桑 ､ 日本語を使

ぅ場で の表現や語桑め選如ま､ やはりあらかじめ設定された定型化した活動の中だけで
は

学習 しきれない ｡

学生はこ の 活動 を通 して , 会話力を伸ばす こ とを目指 したわ けだが ､ 同時 にア ンケ
ー ト

の効果的な取 り方 にも考えの 範囲をふ く らませる こ とがで き二 次的な効果 もうまれ た｡ 学

生の負担 を軽くす るために対象者を 1 0 人 ( ひ とつ は 2 0 人) としたが､
この数で は当然

ア ンケ
ー トとして成り立つ もの ではなく , 結果に つ い て も信頼性はない ｡

しか し, 今回の

クラス活動 を通 して , ア ンケ ー トなどの デ ー タは取り方によ っ て変わ る の で ､ 必ず しも正

しい結果を導かない とい う見方 もで きた｡

会話 を中心 としたクラスではその評価 をする こ とが難 しい ｡ 今回は教師が手作業
で モ ニ

タ ー し､ 1 回 ごとに問題点はどこか ,
との ように改善したらよい かなどをア ドバイスす る

形で フィ ー ドバ ッ ク したが ､ テ
ー プや ビデオを使 っ て記録 し, そ れ を再生 しチ ェ ッ ク しフ

ィ
ー ドバ ッ ク したほうが , ポイ ントがは っ きり して よか っ たか も しれない ｡ しかし, テ

ー

プやビデオを使う こ とを嫌う学生, そ の こ とに より自分の 意見が言い にくく なり発話量が

減 る学生も現にい る ｡ また , 多人数のク ラス において , ひ とりび とりに機器を利用して フ

ィ
ー ドバ ッ クを して い く の はよい と分か っ て い て も時間がかか りすぎる ｡ また ､ 事前に学
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習ポイ ントに つ い て学習 して い ても ､ 自由な会話が始まると活発で あればあるほ どそ の導

き方が難しい o 効果的なj ントロ ー

ルめ仕方とフ ィ ー ドバ_ツ タの仕方が今後の課題で ある o

参考テ キス ト: 日本議会話中級 I T I J 東京日本語研修所

参考図書 : 森田良行 ｢ 基礎 日本語辞典+ 角川書店

倉八順子｢ プ ロ ジ ェ クトワ ー クが学習者の学習意欲及び学習者の意識

態度に及ぼす効果( 1 ) - 一 般化 の ため の探索的調査 一 日本譜教育
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